
「しんかい 2000Jによる富山湾深．海底調査

（深海底Kかける海水流動と海底徴地形）

菊池真一 ・監理課

小田巻実 沿岸調査課

Deep Sea Bottom Survey in Toyama bay by Manned Submargence Research Veh iele 

”S HI NKA I 2000” 

-Sea Water Movement and Fine Topographic Structure in Deep Sea Bottom－一一

Shinichi Kikuchi : Administrative Div. 

Minoru Odamaki : Coastal Survey and Cartography Div. 

1. 調査目的

深海底は，光の届か左い暗黒の世界であり，生物の生活Kはたいへん不使在所であろうと考えられるが，

それでもわずか左深海魚や深海蟹が楼息している。既K新聞等で報道されたよう K 「しんかい 2000」で深

海底に蟹の餌である魚の身を放置し，蟹の誘引される状況を観察したととろ， 1時間たらずの問(IL8匹程度

の蟹が集室ってきた。蟹はどのよう Kして集ってきたのだろうか。餌のVてないKよって誘引されたものと考
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えられるが，餌のKかいの拡散する方向や範囲は，深海底の流動の方向や乱れの程度Kよって決まる。つま

b，深海底の生物の棲息環境Kとって海水流動は，捕餌可能性を規定する基本的念要件である。また，海底

の徴地形は，流れの乱れを作り出したり，逆Vて流れKよって形成されると考えられる。

本調査は，科学技術庁の「海洋生物資源の生産能力の把握と海洋環境K関する研究」の一環として行われ，

前述の観点から深海底の海水流動と海底徴地形を観測し，深海底の海洋環境を調査するととが目的である。

2.調査経路

・観測船：潜水調査船「しんかい 2000」・母船「左つしま」（海洋科学技術セ ンタ一所属）

．調査海域：富山湾の水深1,00 0 m付近2ク所（第 1図）

第 1調査地点：陸棚斜面と富山舟状海盆平坦面との境界付近（第 l図右上）

( 3 7 a 0 B'N' 1 3 7 a 1 2' E ）水深900～1,0 5 0 m：昭和 58年7月29日 観測者菊池真一

第 2調査地点：富山深海長谷の末端付近Uてある小規模な海正の周辺（第 1図右下）

( 3 7 ° 0 1 / N , 1 3 7 °1 25 / E ）水深934～1,060m：昭和 58年8月9日観測者小田巻実

3. 調査成果の概要

〔第 1調査地点〕底質は泥で，海底Kは徴小な起伏があb，生物が動き回ったと思われる筋跡や穴が見ら

れた。浮遊物等の目視観察Kよる流れは，水深 1,05 Omの海盆底では北東から南西方向，斜面の 85Om以深

では斜面を下降する流れ， 850m以浅では上昇する流れと左っていた（第2図）。また船外K取b付けられ

たST Dの記録では，平坦部から斜面下部Kかけて

厚さ 7～30 mの海底混合層（水温が一様念層）が

見られた。例えば，海底直上（ 2～3m）を航走し ｜ 7剛

海底斜面を昇った際の水温記録（ ；第 3図）では，

1,0 7 Omから 86Smの地点まですべて20.11～012℃

とほぼ均ーな値となってなり，着水してから海盆底

K着底する間とは異なった水温勾配を示した。また，

865mと961m深の地点で一旦底上 15～6m上昇

（下降した際の記録では， 865mでは海底混合層は

ほとんど観察されなかったが， 961mでは厚き 7m 

ιL上の混合層があった。

〔第 2調査地点〕との地点の底質も泥で，第 1地

点と同様K徴小左起伏や生物の跡が見られたが，場

所Kよってはかなり大き左起伏も見受けられた（第

4図）。流れは，海底の起伏の方向や蟹左どが巻き

上げた泥の拡がる状況，魚の頭の方向などVてよって

見ると，等深線K沿う方向K数αn/s程度と思われ

た。小さ左海丘（第 1図右下）の南面は絶壁とえtつ

てなb，砂礁の混った露頭が見分されたが，操船上

危険左状況となったため詳細左観測はできなかった。
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第 3図（心底上3～4mを走航中に観測された水温

海底混合層はあま b顕著では左かった。

海底上10 mの採水を行うため上昇下降した際の

水温記録（第 5図左）では，上昇時はほぼ一定の水

温を示すのK対し，下降時Kはー且0.08℃昇温した

後Kほほ元の水温と左る。深海調査船の効果と考え

られるが，原因はよくわから念い。また，海底K着

底して昼食の為の小休止をした際の水温変化を第 5

図右K示す。 11時50分の着底時K0.11℃であっ

た水温は， 0.03℃程の上下をくり返し念がら離底時

の12時26分頃まで毎分約 0.00 5℃の割合で昇温

した。との現象は，調査船の熱Kよって周囲の海水

が温められたためと考えられるが，水温の小変動か

よび昇湿のしかた左どは付近の海水の乱れや流れの

状況の反映であb，深海底の海洋環境を考えるうえ

の指標と在ると思われる。

4. まとめと今後の課題

調査成果Vてついては，ほほ上述の通りでるるが，
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第 3図（b) 降下中K観測された水温断面
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第 4図 第2調査地点のノレートマップ
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とのほかに徴地形の起状を定量的に

把握するためのステレオ写真撮影な

よび採水による塩分測定を実施した。

当初の予定では，染料などを放出し

て海水流動を視認する計画であった

が， 準備不足のため通常装備の機器

のみによる調査と左った。 しかし，

海底の地形や露頭を実際K見るとと

ができ， また濁bや生物の姿勢， 7.J<

温の詳細な記録などに海水流動の示

標が得られたととは，今後の深海底

の海洋環境調査の基礎と左ると思わ

れる。
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